
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雀 の 会 

書峰社書道 

学童はペン習字４０分・ふで習字５０分、合計９０分の

授業です。幼児かきかた教室や大人コースもあります。

無料体験（予約制）があります。２月からは特典いっぱ

いのキャンペーンも始まります。詳しい内 

容はホームページをご覧ください。 

※QR コードからホームページを見ることが出来ます 
 

２０２４年１月１８日発行 第３４号 
 

地域の交流ひろば 
 

もみじ台管理センター便り 
 

管理運営者 日興美装工業株式会社 

管理センターが出来てまもなく発足した雀の会です。年齢

が高齢化していますのであらゆる年代の人の入会をお待

ちしています。お弁当持参で麻雀を楽しみませんか？ 

日 時：水曜クラス 幼児 １４時～１５時 

          学童 １４時半～１９時 

    金曜クラス 幼児 １７時～１８時 

          学童 １４時半～１９時 

          大人 １４時～１５時 

連絡先：０１２０―４０６―２００（書峰社書道 本部） 

 

サークル紹介 
もみじ台管理センターでは約４０団体が日々活動しています。今回

は女性の麻雀サークル「雀の会」と「書峰社書道」の２つを紹介し

ます。興味のある方はぜひ各サークルへお問い合わせください。 

※内容や金額等につきましては変更になる場合がございます。 

詳しくは今後発行するチラシやホームページをご覧ください。 

４/14（日） １０時～11時半 

もみじ台生き活き塾         

こぎん刺しでピンクッションづくり 
 

講 師 菅原民江さん 

参加費 １,０００円 

定 員 １２名 

持ち物 針、糸、はさみ、ピンクッション 

申込み ２月２日（金）９時から受付開始 

月イチ☆ヒロバ 

トレーニング deスポーツ noつどい 
 

講 師 ＪＲ北海道スキー部 
吉田監督、松村選手、蜂須賀選手、児玉選手、松田選手、佐藤選手 

参加費 ２００円   定 員 ３０名 

持ち物 動きやすい服装、運動靴、タオル 

申込み ３月１日（金）９時から受付開始 
編集後記 
 

 今年は辰年。大谷選手がよく例えられるユニコーンと同じ架空の動物です。辰年は激動の年になると言われて

いますが、昨年も世界状況や国内政治等色々と混沌とした年になりました。そして昨年は季節の移り変わりがと

ても早いと感じたのは私だけでしょうか。コートからすぐに半袖、半袖からすぐにコートと春秋の景色を楽しむ

時間もありませんでした。北海道は将来四季から二季になるのでは？と言われています。華やかな桜並木もなく

なり、息を飲むような紅葉も見られなくなるかもしれません。やはり北海道には、真っ白な雪景色、ピンクの桜

並木、緑輝く草原、そして赤黄の紅葉が見られる四季だけはなくなってほしくないものです。（少雪は歓迎） 

 今年も大谷選手や藤井八冠のようなまぶしい笑顔が皆様にも輝きますようにと願い、管理センター一同頑張っ

てまいります。よろしくお願い致します。 

2/２8（水） １０時～１2時 

日 時：水曜日 １０時～１５時 

場 所：１階娯楽室 

参加費：１,０００円／月 ＋ 暖房費３,０００円／年 

連絡先：０９０－９７５０－５００６（鈴木） 

月イチ☆ヒロバ 

春色フライングリースづくり 
 

講 師 有働由紀子さん（プレリエ） 

参加費 １,８００円  定 員 １５名 

持ち物 ボンド、はさみ、お持ち帰り用袋 

申込み ３月１日（金）９時から受付開始 

もみじ台管理センター 

●住所：厚別区もみじ台北７丁目１－１ 

●電話：０１１－８９７－７４３１ 

●窓口：９時～１７時 

もみじ台の風景 

月イチ☆ヒロバ         

チーズ講座（タイトル未定） 
 

講 師 新札幌乳業株式会社 

参加費 ７００円    定 員 ２４名 

持ち物 筆記用具、手拭き 

申込み ２月２日（金）９時から受付開始 

 新年おめでとうございます。皆様におかれましては、お健やかに新春をお迎えのこととお喜び申し上げます。 

平成 24年（2012年）に弊社が札幌市から当センターの管理運営をお任せ頂きましてから、12年目を迎えました。十

二支に例えますと丁度“一回り”となります。これもひとえに皆さまのお陰と深く感謝申し上げます。引き続き「地域

の交流ひろば」として親しまれるよう、スタッフ一同、運営に努めて参りますので、本年も一層のご支援を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

さて、現在、札幌市では「もみじ台地域まちづくり指針」の策定を進めています。この指針は、地域の課題を踏まえ

これからのまちづくりの方向性を示すもので、もみじ台の方も検討委員に参加されています。もみじ台地域は、昨年、

高齢者人口の割合が 50 パーセントを超えました。私たち誰もがまちづくりに期待することは、やはり安心して心豊か

に暮らせるまちです。そして願いは、さまざまな世代にあふれ活気とにぎわいに満ちたまちの姿ではないでしょうか。 

辰年（甲辰）は、“新しいことを始める良い年”とも言われています。もみじ台のまちづくりにつきましても、今年

が、まちの将来像に向け着実に歩み始める年となるよう願っています。 

           ２０２４年１月吉日 センター長 田中 祥之  

雪が遅かった昨年は、暮れになってもマツカサや芝生が顔を出していた。しかし、

約束の白い風景はやってきた。雪でつらいことはいろいろあるけれど、何も考えずに

スタスタ歩けないのは、少しつらい。無心に歩く時間は、気持ちのリフレッシュにな

る。歩きながらだと、いろんな考えが浮かんだりいいアイデアが出てくることもある

そうだ。歩くのは屋外でも屋内でもいい。ならば屋内でどうぞとウォーキングコース

を設けているお店もある。ただそこを歩くと無心に財布の紐が緩んでしまうことはご

愛嬌。冬はとかくこもりがちになるけれど、管理センターでは思い出の映画を語った

り、手仕事を楽しんだり、運動をしたりする機会を設けている。少しの運動と、気持

ちのリフレッシュにぜひご利用いただければ。（写真：もみじ台管理センター） 

ごあいさつ 

3/10（日） １０時～１2時 

３/２３（土） １０時～１2時 

3/10（日） １3時半～１5時半 

シネマサロンなないろ 
 

２月１３日（火）「グレンミラー物語」 

３月１２日（火）「三人の名付け親」 

４月 ９日（火）「カラミティ・ジェーン」 
 

参加費 ５００円/１人（お茶代として） 

定 員 ３０名 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の茶の間 

うたごえ喫茶 

イキイキすずらん体操会 

あじさい食堂 

もみじ台フロアカーリング 

もみじ台老人クラブ麻雀大会 

シネマサロンなないろ「グレンミラー物語」 

あじさい食堂 

そばサロンあじさい 

もみじ台フロアカーリング 

もみじ台生き活き塾 ピンクッションづくり 

２日(土) 

５日(火) 

８日(金) 

 

９日(土) 

 １０日(日) 

１２日(火) 

２０日(水) 

２２日(金) 

２３日(土) 

 

地域の茶の間 

うたごえ喫茶 

イキイキすずらん体操会 

あじさい食堂 

もみじ台フロアカーリング 

月イチ☆ヒロバ チーズ講座 

シネマサロンなないろ「三人の名付け親」 

そばサロンあじさい 

あじさい食堂 

月イチ☆ヒロバ トレーニング deスポーツ noつどい 

今回の表彰は、それらの活動に対しての評価によるものと理解しております。これからは、シニ

アの方たちにとっても、益々パソコン、スマホ無くしては生活の不便さが感じられる時代になって

まいります。便利で楽しいパソコンやスマホを自在に使い、生活に便利さをプラス、豊かで充実し

た生活を送りましょう。パソコン教室でお待ちしております。 

Q．地域の皆さんへメッセージをお願いします。 
 
A． もみじ台地区は、高齢化率（６５歳以上）が４９％を超え、札幌市で最も高齢

化が進んでいます。令和４年の全国の特殊詐欺被害で、６５歳以上の方の被害

は全体の８６．６％を占めています。また、交通事故死者数のうち約６割は６

５歳以上の高齢者が占めています。両方に共通することは、「自分は大丈夫と他

人事に考えることなく、自分も被害に遭う可能性があると常に意識すること」

です。これからも皆さんが安心して暮らせるように私達も力を尽くします。 

※中止または変更になる場合があります 

～ シニアパソコンアドバイザーネット 代表 

シニア情報生活アドバイザー 齊藤 正五 さん ～ 

今後の予定 

もみじ台の人 

4月 うたごえ喫茶 

シネマサロンなないろ「カラミティ・ジェーン」 

イキイキすずらん体操会 

あじさい食堂 

もみじ台フロアカーリング 

月イチ☆ヒロバ 春色フライングリースづくり 

あじさい食堂 

２日(火) 

９日(火) 

１２日(金) 

 

１３日(土) 

１４日(日) 

２６日(金) 

 

 

3月 

～ 厚別警察署 もみじ台交番 ～ 

パソコンを上手に使うと・・・ 

・健康や生活上の疑問が瞬時に解決。 

・申し込みや手続きなどは家の中に居たまま、安く、あるいは無料で出来る。 

・文書作成、多くのデータ保存で情報の発信、受信ができる。 

・外部メディアを自由に視聴や利用することが出来る。 ・・・など、挙げれば限がありません。 

 

さて、そのパソコンの「走り」が世に出始めた頃、当時勤めていた会社(旧ナショナル)がいち早く導入したパソコンを、どうすれ

ば業務の効率化に繋がるのか試行錯誤の毎日でした。この経験が、その後の私の行動に大きな影響を与えることになりました。退職

後は数台のパソコンを買い替えながら使用しているうちに、パソコンは楽しく、便利で面白いものだということに目覚め、もっとパ

ソコンを自在に扱いたいとの思いから「シニア情報生活アドバイザー」の資格を取得し現在に至っております。この資格は経済産業

省の下部団体(ニューメディア開発協会)が進めている資格で、国の施策として特にシニア世代にパソコンの利用を進めるための制度

です。その頃は道内でもこの資格取得者が数名しかおりませんでした。そのためこの施策をもっと進めるべきと考え、当時の仲間と

共に団体(シニアパソコンアドバイザーネット)を立ち上げ、養成講座団体として認可を得ました。これまでの２０年の間６４名の合

格者を輩出しました。特に講座を通じて得たものは、受講者の疑問やトラブルが解決した時の喜ぶ顔を見たとき、関わった自分とし

ての喜びでもあり、次へのエネルギーになることでした。 

Q．新しい交番の特徴と勤務について教えてください。 
 
A． 世界各国で「ニッポンの治安がいい」と言われていますが、その理由として「ＫＯＢＡＮ（交番）があるからだ」と日本独自

のシステムが評価されています。新しくなったもみじ台交番の壁面には、万国共通語となったその「ＫＯＢＡＮ」の文字が掲

げられています。人数は６名で、２名ずつ交代で２４時間勤務をしています。平日の日中は交番相談員１名も勤務しています。 
 

Q．交番では、主にどのようなお仕事（業務）を行っていますか？ 
 
A． 管内で発生した事件事故への対応、パトロール、遺失物・拾得物の受理、皆さんのご自宅や職場を訪問し、犯罪被害防止や事

故防止の呼びかけなどを行う巡回連絡、交通事故防止のための交通指導取締りなど、地域と密着した活動を行っており、強い

誇りと使命感を持って勤務しています。 

地域の職場 

パソコンは便利で、楽しい！ 

３日(土) 

６日(火) 

９日(金) 

 

  １０日(土) 

１１日(日) 

１３日(火) 

１６日(金) 

２１日(水) 

２４日(土) 

２８日(水) 

 

 

札幌方面厚別警察署もみじ台交番 
 

◆住所：厚別区もみじ台西４丁目２－５０ 

◆電話：０１１－８９７―７５６７（もみじ台交番） 

    ０１１－８９６－０１１０（厚別警察署） 

令和５年１０月１９日から新交番での業務を開始した厚別警察署もみじ台交番について

厚別警察署地域課企画係長にお話を伺いました。 

Q．もみじ台交番の歴史と管内について教えてください。 
 

A． 昭和５１年１０月２６日、もみじ台警察官派出所として札幌方面白石警察署管下に設置 

されました。平成１３年４月１日、札幌方面厚別警察署の新設に伴い、札幌方面白石警察署から札幌方面厚別警察署に編入。

建物の老朽化に伴い同一敷地で令和５年１０月１９日から新交番を開設しました。管内は、もみじ台（東西南北）、厚別東１

条・２条、下野幌テクノパーク、厚別町下野幌です。 

2月 

団体を立ち上げて間もなく、地元もみじ台でパソコン教室が開設されたとのことで早速参加しました。しかし当時はまだ机の上に

パソコンを並べただけの状態でした。そこで教室の改善に取り組み、ＮＥＴ接続のＷｉＦｉ化、プロジェクタの導入、ＰＣの入れ替

え、中級コースの新設、名称の変更、教室を卒業された方たちが継続してパソコンに接していただけるよう、パソコンクラブの立ち

上げ、それぞれのホームページの開設など、教室を主催されている「もみじ台地区社会福祉協議会」各位のご理解とご支援いただき

ながら進めて参りました。指導スタッフは当然ながら全員「シニア情報生活アドバイザー」の資格取得者です。これらの活動は北海

道新聞にも取り上げられ、その後６か月にわたりパソコンをテーマとした執筆もすることにもなりました。また、パソコンクラブで

は年１回、日帰りバスツアーや忘年会も実施、パソコンを通じてのコミュニケーション作りも行って参りました。１９年間続いてい

るパソコン教室ですが、コロナ終息後は、「新パソコン教室」としてリニューアルして毎週火曜日開催しております。 

次回は２０２４年４月に発行予定です♪ 

シニアパソコン 

アドバイザーネット パソコンクラブ パソコン教室 


